
掲載日 タイトル 頁

4月7日 賃貸住宅退去時 高額の補修費用 請求された 31

4月21日 出会い系サイトに誘導 32

5月5日 通信販売の無料お試し 33

5月19日 光回線「安いプラン」と勧誘 34

6月2日 テレビショッピングやネット通販 35

6月16日 廃品の無料回収でトラブル 36

6月30日 電力料金プラン　どう選ぶ？ 37

7月14日 「催眠商法」解約したい 38

7月28日 ネットオークションで詐欺！？ 39

8月11日 「名義貸して…」不審な電話 40

8月25日 会費の支払い義務 41

9月8日 契約解除のスマホ　娘が使い課金 42

9月22日 訪問販売による契約（表札） 43

10月6日 カニの電話勧誘断りたいが 44

10月20日 高額な情報商材　代金返して 45

11月3日 インターネット詐欺 46

11月17日 照明器具の事故 47

12月1日 架空請求の解決依頼 48

12月15日 ポイントカードにクレジット機能 49

1月5日 スマホゲームの料金請求 50

1月19日 暖房器具による子どもの事故 51

2月2日 ネット通販の商品が届かない 52

2月16日 パソコンの「ウイルス感染」表示 53

3月2日 賃貸住宅の「原状回復義務」 54

3月23日 新生活の消費者トラブル 55

3 消費生活相談事例集

 報道機関（中日新聞朝刊紙面欄）掲載提供資料
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配信日 タイトル 頁

4月27日 熊本地震に便乗した不審な電話や訪問に注意 58

5月31日 くらしの情報セミナーのご案内① 58

6月3日 ネットビジネススクールのマルチにご注意 58

6月5日 くらしの情報セミナーのご案内① 59

6月14日 くらしの情報セミナーのご案内① 59

7月14日 親子くらしの体験セミナー　参加者募集！ 59

7月20日 平成２７年度の消費生活相談状況 60

7月21日 平成２７年度の消費生活相談状況 60

8月5日 夏休み　親子で学ぼう！消費生活講座を開催 60

8月25日 通販サイト会員料金　知らぬ間に引き落とし 61

9月5日 県内で相談急増！保険金で屋根修理？ 61

9月12日 9/19（月・祝日）消費生活フェスタ開催 61

9月28日 カニを送ると電話がかかってきた！ 62

10月17日 相談相次ぐ！インターネット利用の副業 62

10月20日 健康食品の”虚偽誇大”表示例 62

10月25日 「無料イラスト」のつもりが、料金請求！ 63

11月2日 パソコン使用中に突然警告音　詐欺の可能性 63

11月7日 くらしの情報セミナーのご案内② 63

11月11日 屋根修理の「次々販売」に注意！ 64

11月16日 福島の酪農の今を聞いてみませんか。 64

11月21日 個人情報削除　消費生活センターかたる電話 64

11月25日 １２月から洗濯表示が変わります 65

12月8日 電動アシスト自転車　充電コードが発火！ 65

12月20日 買物シーズン　ネット通販トラブルに御注意 65

12月27日 サイト料金トラブルの「無料相談」？ 66

1月11日 「ネット広告１１０番」の開設 66

4 しらしがメール配信状況

 しらしがメールによる消費者啓発
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1月18日 絶対あかん！　スマホを売却するバイト 66

1月20日 消費者講座の御案内 67

1月25日 国民生活センター　水素水のテスト結果公表 67

2月3日 安全に入浴するための注意点 67

2月8日 消費者講座の御案内 68

2月13日 くらしのかわら版第４６号を発行しました 68

2月17日 子供の歯磨き中の喉突き事故などに注意！ 68

2月23日 ヘアドライヤーの取り扱いに注意 69

3月6日 「ネット広告１１０番」実施結果 69

3月8日 「偽ＤＭＭ」、「偽ヤフー」に注意！ 69

3月10日 美容液のマルチ商法　若い男性の相談相次ぐ 70

3月14日 オンライン旅行予約のトラブルに注意！ 70

3月22日 食品による子供の窒息事故に御注意！ 70

3月27日 学習教材の訪問販売　県、業者に行政処分！ 71
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しらしがメールの配信

配信日

タイトル

本文

配信日

タイトル

本文

配信日

タイトル

本文

平成28年4月27日

日本銀行ではマイナス金利施策が導入されました。預金や住宅ローンなど私たちのくらしに影響が
広がっています。
　そもそも「金利」とは何でしょうか。「金融のしくみ」はどのようになっているのでしょうか。
　暮らしにおけるマイナス金利の影響についてなど、生活に役立つ経済の知識について学びます。

●日時：平成２８年７月５日（火）午後１時３０分～午後３時
●会場：滋賀県消費生活センター研修室
　　　　（滋賀県彦根市元町４－１、ＪＲ彦根駅 徒歩５分）
●テーマ：大人のための経済学の基礎～金融の基本を知る～
●講師：滋賀県金融広報委員会アドバイザー　丸山　高信　氏
●定員：６０名（先着順）
●受講料：無料
●問い合わせ・参加申込：滋賀県消費生活センター　電話0749-27-2234
　詳細はホームページをご覧ください。
　　http://www.pref.shiga.lg.jp/c/shohi/

くらしの情報セミナーのご案内

平成28年5月31日

大学生から「先輩から、稼ぎ方を教えてくれるところがあるので聞いてみないかと誘われ、喫茶店
で男性から説明を受けた。入学金、月謝を払ってビジネススクールの会員になり、スクールを紹介
し、仲間を増やしたら一人につき１万円の収入になる。費用は全額払えないと言うと学生ローンで借
りたらいいと言われ、借金して会員になった。セミナーに数回参加したが稼げるとは思えないので解
約したい。」という相談が滋賀県消費生活センターに入りました。

　全国的に大学生等の若者をターゲットにしたマルチ商法とみられる被害が多発しています。友人や
先輩など親しい人から「もうかる話がある。」などと勧誘されても、安易に契約するのはやめましょう。

　「困ったな」「変だな」と思ったら一人で悩まず、すぐに消費生活相談窓口にご相談ください。
　滋賀県消費生活センター:0749-23-0999
　消費者ホットライン:「１８８(いやや)」お近くの相談窓口につながります。

ネットビジネススクールのマルチにご注意！

平成28年6月3日

平成28年熊本地震に関連して、「寄付金を求める不審な電話があった」という相談が全国の消費
生活センター等に寄せられています。熊本地震に便乗した不審な電話や訪問にご注意ください。

【アドバイス】
１．不審な電話はすぐに切り、来訪の申し出があっても断ってください。万が一、金銭を要求されて
も、決して支払わないようにしてください。
２．公的機関が、各家庭に電話等で義援金を求めることは考えられません。公的機関から連絡が
あった場合には、まずは当該機関に確認しましょう。
３．義援金は、募っている団体等の活動状況や使途をよく確認し、納得した上で寄付しましょう。義援
金を口座に振り込む場合は、振込先の名義をよく確認しましょう。
４．少しでも不安を感じたら、すぐに最寄りの消費生活センター等（電話番号「１８８」番）にご相談くだ
さい。また、被害にあった時は、警察署に相談してください。

〔滋賀県消費生活センター：０７４９－２３－０９９９〕

熊本地震に便乗した不審な電話や訪問に注意
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しらしがメールの配信

配信日

タイトル

本文

配信日

タイトル

本文

配信日

タイトル

本文

平成28年7月14日

親子くらしの体験セミナー　参加者募集！

  「飲物の糖分をはかってみよう！」＆「消費生活講座」を開催します。
糖度計でジュースの糖度をはかったり、容器１本あたりの糖分の量を計算した後、糖分摂取で気を

付けたいことや、子どもの消費者トラブル防止についてお話します。

●日時：平成２８年７月２６日（火）１３時３０分～１５時３０分
●会場：滋賀県消費生活センター　３階研修室
　　　　（滋賀県彦根市元町４－１、ＪＲ彦根駅 徒歩５分）
●定員：親子１５組（３０名）（先着順）
　・滋賀県内の小学校４・５・６年生とその保護者
●参加料：無料
●問い合わせ・参加申込：滋賀県消費生活センター　電話0749-27-2234
　詳細はホームページをご覧ください。
　　http://www.pref.shiga.lg.jp/c/shohi/

平成28年6月7日

くらしの情報セミナーのご案内

日本銀行ではマイナス金利施策が導入されました。預金や住宅ローンなど私たちのくらしに影響が
広がっています。
　そもそも「金利」とは何でしょうか。「金融のしくみ」はどのようになっているのでしょうか。
　暮らしにおけるマイナス金利の影響についてなど、生活に役立つ経済の知識について学びます。

●日時：平成２８年７月５日（火）午後１時３０分～午後３時
●会場：滋賀県消費生活センター研修室
　　　　（滋賀県彦根市元町４－１、ＪＲ彦根駅 徒歩５分）
●テーマ：大人のための経済学の基礎～金融の基本を知る～
●講師：滋賀県金融広報委員会アドバイザー　丸山　高信　氏
●定員：６０名（先着順）
●受講料：無料
●問い合わせ・参加申込：滋賀県消費生活センター　電話0749-27-2234
　詳細はホームページをご覧ください。
　　http://www.pref.shiga.lg.jp/c/shohi/

平成28年6月14日

くらしの情報セミナーのご案内

日本銀行ではマイナス金利施策が導入されました。預金や住宅ローンなど私たちのくらしに影響が
広がっています。
　そもそも「金利」とは何でしょうか。「金融のしくみ」はどのようになっているのでしょうか。
　暮らしにおけるマイナス金利の影響についてなど、生活に役立つ経済の知識について学びます。

●日時：平成２８年７月５日（火）午後１時３０分～午後３時
●会場：滋賀県消費生活センター研修室
　　　　（滋賀県彦根市元町４－１、ＪＲ彦根駅 徒歩５分）
●テーマ：大人のための経済学の基礎～金融の基本を知る～
●講師：滋賀県金融広報委員会アドバイザー　丸山　高信　氏
●定員：６０名（先着順）
●受講料：無料
●問い合わせ・参加申込：滋賀県消費生活センター　電話0749-27-2234
　詳細はホームページをご覧ください。
　　http://www.pref.shiga.lg.jp/c/shohi/
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しらしがメールの配信

配信日

タイトル

本文

配信日

タイトル

本文

配信日

タイトル

本文

平成28年8月5日

夏休み 親子で学ぼう！消費生活講座を開催

滋賀県消費生活センターでは、高島市消費生活センターと共催により、「夏休み親子で学ぼう！消
費生活講座」を開催します。

お金のことや食べ物のことなど消費生活について、クイズや簡単な実験などを通して親子で楽し
みながら学べるイベントです。
　夏休みの自由研究のヒントが見つかるかもしれません。ぜひ、ご参加ください。
●詳細は次を御覧ください。
　　http://www.pref.shiga.lg.jp/c/kensei/files/chirashi.pdf
●問い合わせ先：滋賀県消費生活センター　電話0749-27-2234

平成28年7月20日

平成２７年度の消費生活相談状況

滋賀県内の消費生活相談窓口で平成２７年度に受け付けた消費生活相談の概要を取りまとめま
した。
○平成２７年度消費生活相談の件数と特徴
〔件数〕
・滋賀県内の消費生活相談件数は13,337件で、平成25年度以降は横ばい
〔特徴〕
・アダルト情報サイト料金等の不当請求に関する相談は1,855件、全体の約14％
・高齢者(65歳以上)の相談件数は全体の約３割を占め、高止まりで推移
・若年層のマルチ取引　２年連続で増加
・インターネット通信サービスに関する相談が急増
○詳細はホームページをご覧ください。
　　http://www.pref.shiga.lg.jp/c/shohi/
●問い合わせ先：滋賀県消費生活センター　電話0749-27-2234
●消費生活に関するご相談は局番なしの電話「１８８」へおかけください。

平成28年7月21日

平成２７年度の消費生活相談状況

滋賀県内の消費生活相談窓口で平成２７年度に受け付けた消費生活相談の概要を取りまとめま
した。
○平成２７年度消費生活相談の件数と特徴
〔件数〕
・滋賀県内の消費生活相談件数は13,337件で、平成25年度以降は横ばい
〔特徴〕
・アダルト情報サイト料金等の不当請求に関する相談は1,855件、全体の約14％
・高齢者(65歳以上)の相談件数は全体の約３割を占め、高止まりで推移
・若年層のマルチ取引　２年連続で増加
・インターネット通信サービスに関する相談が急増
○詳細はホームページをご覧ください。
　　http://www.pref.shiga.lg.jp/c/shohi/gaiyo/files/20160713.pdf
●問い合わせ先：滋賀県消費生活センター　電話0749-27-2234
●消費生活に関するご相談は局番なしの電話「１８８」へおかけください。
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しらしがメールの配信

配信日

タイトル

本文

配信日

タイトル

本文

配信日

タイトル

本文

平成28年9月12日

9/19（月・祝日）消費生活フェスタ開催します

「見て・学んで・楽しんで かしこい消費者になろう！」を合言葉に、消費者問題に関する知識と関心
を深めていただくことを目的として、「消費生活フェスタ」を開催します。

滋賀レイクスターズチアスクールのダンス、ご当地キャラ大集合、県警音楽隊の演奏、消費生活啓
発パネル展示、詐欺撃退電話機案内、地球温暖化防止の環境学習実験など、盛りだくさんの内容
で皆さまをお待ちしております！

[開催日時] 平成28年9月19日（月・祝日）13：30～15：30
[開催場所]ビバシティ彦根　センタープラザほか　（JR南彦根駅　徒歩3分）
[参加費用]無料
詳しくは消費生活センターのホームページをご覧ください。
http://www.pref.shiga.lg.jp/c/shohi/

平成28年8月25日

通販サイト会員料金　知らぬ間に引き落とし

　ネット通販サイトの会員料金に関して、次のような相談が急増しています。
あるネット通販サイトで商品を購入しクレジットカード払いにした。半年後、カード利用明細を確認した
際、通販サイトから毎月500円が引き落とされていることに気づいた。通販サイトに問い合わせると、
「有料会員になる」の横のチェックボックスに最初からチェックが入っていて、有料会員になりたくなけ
ればチェックをはずす画面になっていたという。すぐに解約したいと伝え、これまで支払った料金全額
の返金を求めたが、今月分しか返金できないと言われた。

こうしたトラブルにあわないよう、ネット通販で商品を注文する場合は、不要な有料サービスに
チェックが入っていないか、注文確認画面をしっかり確認しましょう。また、注文後に通販サイトから
届く確認メールにもしっかり目を通しましょう。
　ご相談は、滋賀県消費生活センター：0749-23-0999、または消費者ホットライン：188まで。

平成28年9月5日

県内で相談急増！　保険金で屋根修理？

　最近、次のような相談が滋賀県内で急増しています。
自宅を訪問した事業者から、「台風等自然災害で破損した屋根を保険金で修理しないか。保険会社
への申請は当方が代行する。保険金を使うので無料で修理できる」と言われたが、信用できるか。

こうした事業者との契約は、契約書に修理の内容や金額が具体的に記載されておらず、適正に修
理されるか疑わしいです。契約後に解約を申し出ると、高額な解約料を請求される可能性もありま
す。屋根の破損原因が経年劣化であった場合は、消費者が保険会社から詐欺に問われるおそれも
あります。

事業者の説明をうのみにせず、複数の修理業者から見積りをとって慎重に契約しましょう。保険会
社には、自分で直接相談しましょう。契約してしまった場合でも、訪問販売にはクーリング・オフ制度
があります。すぐに最寄りの消費生活相談窓口に相談してください。
　ご相談は、県消費生活センター：0749-23-0999、または消費者ホットライン：188まで。
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しらしがメールの配信

配信日

タイトル

本文

配信日

タイトル

本文

配信日

タイトル

本文

平成28年10月20日

健康食品の“虚偽誇大”表示例

消費者庁は今年６月、健康食品の次のような表示や広告は、虚偽誇大表示等に当たるおそれが
あると発表しました。十分注意してください。

・ 「この商品を飲めば、医者に行かなくとも動脈硬化を改善！」
・ 「薬に頼らずに、糖尿病や高血圧を改善したい方にオススメです」
・ 「寝る前に飲むだけで、何もしなくても、勝手に痩せていきます」
・ 「最高のダイエットサプリメント！絶対やせられる○○○サプリ！」
・ 「今月末までの限定キャンペーン！ 定期購入の初回分を無料で提供します！」と表示しているに
もかかわらず、当該月末経過後も同様のキャンペーンを継続している場合

　詳しくは、次のＵＲＬを御参照ください。
http://www.caa.go.jp/policies/policy/representation/fair_labeling/pdf/160630premiums_8.pdf

　ご相談は、滋賀県消費生活センター：0749-23-0999、または消費者ホットライン：188まで。

平成28年9月28日

カニを送ると電話がかかってきた！

　最近、滋賀県内で次のような相談が入っています。
「産地直送のいいカニがある。今なら鮭をサービスする」と電話がかかってきた。あいまいな返事をし
ていると、「○月○日に発送予定。代金はカニと引換えで支払うように」と言われ、電話は切れた。業
者の連絡先がわからず断ることができない。どうすればいいか。

このような場合、はっきりとカニの購入を承諾していなければ、カニを受け取る必要はなく、代金の
支払義務もありません。配達されたら、配達人に注文していないことを伝え、受取拒否をしましょう。
その際、配達人の伝票に記載された発送元の業者名、住所、電話番号を控えておきましょう。
万が一受け取ってしまった場合は、カニのような生鮮食品であってもクーリングオフが適用されま
す。すぐに最寄りの消費生活センター等にご相談ください。

　ご相談は、滋賀県消費生活センター：0749-23-0999、または消費者ホットライン：188まで。

平成28年10月17日

相談相次ぐ！　インターネット利用の副業

　最近、次のような、インターネットを利用した副業（サイドビジネス）に関する相談が滋賀県内で相次
いでいます。

ある日、「簡単な作業で月に１００万円を稼げるビジネス」と書かれたメールマガジンが届いた。「ビ
ジネスに参加できるのは１００名限定」とあったので急いで申し込んだ。ビジネスの内容は、事業者
から商品を仕入れ、サイト上で商品を広告・販売して利益を得るというものだった。まずは商品を購
入する必要があると言われ、代金１５万円を支払った。しかし、その後送付された契約書や利用規約
を読むと、「利益を保証するものではない」と書かれてあった。本当にお金を稼げるか不安になった
ので解約したい。

簡単にお金を稼げるという話を信じてはいけません。高額な費用が必要になる場合もあります。契
約する前にビジネスの仕組みについて十分確認しましょう。

　ご相談は、滋賀県消費生活センター：0749-23-0999、または消費者ホットライン：188まで。
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平成28年11月7日

くらしの情報セミナーのご案内

東日本大震災および原子力発電所の事故は、多くの酪農家の避難休業をはじめ、原発事故の影
響で、福島県産生乳から国が定めた暫定規制値を超える放射性物質が検出されたことにより、生乳
の出荷制限指示がでるなど、酪農経営に大きな打撃となりました。

酪農の復興支援に取り組んでこられた、酪農家、元酪農業協同組合組合長の視点から福島の今
をお伝えします。ぜひ、御参加ください。
●日時：平成２８年１１月２４日（木）午後２時～午後４時
●会場：滋賀県消費生活センター研修室
　　　　（滋賀県彦根市元町４－１、ＪＲ彦根駅 徒歩５分）
●テーマ：震災から五年、ふくしまの今を語る人
●講師：酪農家　　但野　忠義　氏
●定員：６０名（先着順）
●受講料：無料
●参加申込・問い合わせ：滋賀県消費生活センター　電話0749-27-2234
　詳細はホームページをご覧ください。
　　http://www.pref.shiga.lg.jp/c/shohi/

平成28年10月25日

「無料イラスト」のつもりが、料金請求！

　「無料イラスト」をダウンロードしたつもりが料金の請求。著作物の使用には気をつけて。

ホームページやパンフレットにイラストを掲載するのに、インターネットで「無料イラスト」と検索して
ダウンロードしたものを使用したことはありませんか。利用条件のあるものを無断で使用すると、著
作権を管理する会社等からイラストの使用料や著作権侵害による損害賠償金等の請求を受けること
があります。
使用する時は著作権者が定める「利用規約」を必ず読み、画像の使用許可が必要か、使用料が発
生するものか等を確認しましょう。
　著作権については、下記の文化庁ホームページを御参照ください。

　著作権…文化庁　http://www.bunka.go.jp/seisaku/chosakuken/

平成28年11月2日

パソコン使用中に突然警告音　詐欺の可能性

　最近、次のような相談が相次いでいます。

パソコン使用中に突然警告音が鳴り、パソコンが動かなくなった。表示されたサポート先に電話す
ると、外国人のようなオペレーターが出て不審に思ったが、復旧を依頼した。氏名、住所、電話番号
を伝え、クレジットカードで決済した。遠隔操作で何かソフトもダウンロードされたようだ。パソコンは
復旧したが、不安になり知人に相談すると、詐欺ではないかと言う。解約したいがどうすればいい
か。

パソコン使用中に突然現れる警告表示や警告音は、本物とは限らず、不安をあおってソフト購入を
誘導する「広告」の可能性があります。信頼できるかわからない場合は、クリックしないようにしましょ
う。詐欺の可能性もありますので、誤ってクリックしてしまった場合は警察に相談してください。

　ご相談は、滋賀県消費生活センター：0749-23-0999、または消費者ホットライン：188まで。
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平成28年11月21日

個人情報削除　消費生活センターかたる電話

最近、消費者庁や消費生活センターを名乗る人物から電話があり、「個人情報が流出したので削
除します」と言われたという相談が、県内で相次いで入っています。

消費者庁や消費生活センターなどの公的機関が「個人情報を削除します」などと言って電話をかけ
ることは絶対にありません。相手にせず、すぐに電話を切ってください。
話を聞いてしまうと、さまざまな理由をつけてお金を要求してくる可能性があります。要求されても絶
対に支払ってはいけません。

　ご相談は、滋賀県消費生活センター：0749-23-0999、または消費者ホットライン：188まで。

平成28年11月11日

屋根修理の「次々販売」に注意！

　最近、次のような相談が県内で相次いでいます。

一人暮らしの80歳代の母が、訪問販売の業者と外壁の塗装工事を20万円で契約した。工事中に
「小屋の屋根もはがれている」と言われ屋根修理の契約も追加した。その後さらに、「母屋の瓦から
雨もりの可能性がある」と言われ、瓦の補修も契約した。計算すると、工事の総額は250万円以上に
なっていた。契約書面は大雑把で、母にはこれ以上契約しないよう注意していたが、その後も業者か
ら勧誘を受けているようだ。どうしたらいいか。

一人の消費者に次から次へと契約をさせる販売方法は、「次々販売」や「次々商法」と呼ばれてい
ます。業者の話をうのみにせず、工事が本当に必要か十分検討するようにしましょう。契約してし
まっても、訪問販売であればクーリング・オフが適用されます。すぐに最寄りの消費生活相談窓口に
相談してください。

　ご相談は、滋賀県消費生活センター：0749-23-0999、または消費者ホットライン：188まで。

平成28年11月16日

福島の酪農の今を聞いてみませんか。

東日本大震災から５年がたちました。福島県では震災と原発事故からの復興・再生に向けて様々
な取り組みが進められています。第２回くらしの情報セミナーでは、安心・安全な乳製品の出荷に取
り組んでおられる酪農家、但野さんから被災地の今が語られます。
　福島県産乳飲料の試飲等もしていただけます。
　ぜひ、御参加ください。
●日時：平成２８年１１月２４日（木）午後２時～午後４時
●会場：滋賀県消費生活センター研修室
　　　　（滋賀県彦根市元町４－１、ＪＲ彦根駅 徒歩５分）
●テーマ：震災から五年、ふくしまの今を語る人
●講師：酪農家　　但野　忠義　氏
●定員：６０名（先着順）
●受講料：無料
●参加申込・問い合わせ：滋賀県消費生活センター　電話0749-27-2234
　詳細はホームページをご覧ください。
　http://www.pref.shiga.lg.jp/c/shohi/gakushu/seminar/files/tirasi20161124.pdf

 64 



しらしがメールの配信

配信日

タイトル

本文

配信日

タイトル

本文

配信日

タイトル

本文

平成28年12月20日

買物シーズン　ネット通販トラブルに御注意

各社で一斉に歳末セールが行われるこの時期、インターネット通販で商品を購入される方も多いと
思います。

しかし、インターネット通販は、購入前に実物を見たり手にとることができないため、「イメージと違
う」、「サイズが合わない」などのトラブルになることがあります。
また、画面に表示された注意書きをよく読まずに注文してしまい、「返品も交換もできなかった」、「お
試しのつもりが定期購入になっていた」といったトラブルもあります。

通信販売にはクーリング・オフ制度はありません。返品は個別に定められた返品ルールに従ったう
えで可能となりますが、「返品不可」の表示がある場合は、基本的に返品はできません。面倒でも契
約の詳細や返品ルールについて、しっかり確認してから申し込むようにしましょう。また、偽ブランド
品や偽のショッピングサイトにも注意してください。

　お問い合わせは、滋賀県消費生活センター：0749-23-0999、または消費者ホットライン：188まで。

平成28年11月25日

12月から洗濯表示が変わります

　今年12月から衣類等の洗濯表示が変わります。

新しい表示では、記号の種類が22種類から41種類に増え、衣類等の取扱いに関する情報がよりき
め細かく提供されます。新しい洗濯表示を理解して、衣類等の購入や洗濯の際に上手に活用しま
しょう。

新しい洗濯表示は、次の消費者庁のホームページ「新しい洗濯表示」で確認できます。そのページ
には、クイズ形式の「洗濯表示すごろく」も掲載されていますので、一度チャレンジしてみてください。

http://www.caa.go.jp/policies/policy/representation/household_goods/laundry_symbols.html

また、滋賀県消費生活センターでも新しい洗濯表示に関するＤＶＤを貸し出していますので、ぜひ
ご利用ください。

　お問い合わせは、滋賀県消費生活センター：0749-23-0999、または消費者ホットライン：188まで。

平成28年12月8日

電動アシスト自転車　充電コードが発火！

先月、県内で「電動アシスト自転車のバッテリーを充電していたら発煙した」という相談が複数入り
ました。全国でも同様の相談が入っており、国民生活センターが商品テストを実施したところ、充電
コードが発火する場合があったとのことです。

電動アシスト自転車の不具合に関する情報は、次の「消費者庁リコール情報サイト」の「重要なお
知らせ」ページで確認できます。まずは、お持ちの自転車の型式について確認してください。

http://www.recall.go.jp/article/detail.php?rcl=00000013081

　お問い合わせは、滋賀県消費生活センター：0749-23-0999、または消費者ホットライン：188まで。
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平成29年1月18日

絶対あかん！　スマホを売却するバイト

　先週、大学生から、次のような相談が相次いで入りました！

友人から携帯端末を売却するアルバイトを紹介され、複数台のスマートフォンとタブレットを新規購
入して業者に売却した。しかし、何日たっても代金は振り込まれず、代表者のＳＮＳを見てはじめて、
業者が廃業していたことを知った。

自分名義で購入した携帯端末を携帯電話会社に無断で譲渡することは、「携帯電話不正利用防止
法」で禁止されています。また、携帯端末が犯罪に利用された場合、契約名義人が犯罪に協力した
として刑事責任を問われる恐れもあります。

　携帯端末を売却してお金にするという話は、絶対に信用しないでください！

　お問い合わせは、滋賀県消費生活センター：0749-23-0999、または消費者ホットライン：188まで。

平成28年12月27日

サイト料金トラブルの「無料相談」？

　全国で次のような相談が増えています。

アダルトサイトにつながり、１回クリックしただけで「登録完了」と表示され、高額な登録料金を請求
された。ネット検索し無料相談をうたう窓口に電話したところ、無視すると裁判になると言われたた
め、費用５万円で解決を依頼した。信用できるか。

ネット上でサイト料金トラブルの無料相談をうたう窓口は、実際には探偵業者や調査会社であるこ
とがよくあります。公的機関である消費生活センターが解決費用を請求することはありません。

そもそも、事前に契約内容の確認画面の表示もなく「登録完了」と表示されたのであれば、アダルト
サイト業者との契約は成立しておらず、登録料金の請求は無視すればよいだけです。

年末年始は、全国の消費生活センターが相談受付を休止します。焦って、消費生活センターと誤
認されるような探偵業者等に解決を依頼しないよう注意してください。

　お問い合わせは、滋賀県消費生活センター：0749-23-0999、または消費者ホットライン：188まで。

平成29年1月11日

「ネット広告１１０番」の開設

　近年インターネット広告に端を発した契約トラブル等の相談が増えています。
消費者被害の回復や未然防止と、消費者意識の向上を図ることを目的として、不審なインターネット
広告に関する相談窓口「ネット広告１１０番」を開設します。

○受付期間：平成２９年１月１１日（水）～平成２９年１月３１日（火）〔土日を含む〕
○受付時間：午前９時１５分～午後４時
○受付電話：０７４９－２３－０９９９（相談専用）

　詳細は、http://www.pref.shiga.lg.jp/c/shohi/sodan/20170111.html　をご覧ください。
　お問い合わせは、滋賀県消費生活センター：０７４９－２７－２２３４（事務用）まで。
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平成29年2月3日

安全に入浴するための注意点

　先週、消費者庁は、高齢者の入浴事故の防止について注意喚起情報を発表しました。
　安全に入浴するために、次の点に注意してください。
１　入浴前に脱衣所や浴室を暖めましょう。
２　湯温は41度以下、湯に漬かる時間は10分までを目安にしましょう。
３　浴槽から急に立ち上がらないようにしましょう。
４　アルコールが抜けるまで、また、食後すぐの入浴は控えましょう。
５　精神安定剤、睡眠薬などの服用後入浴は危険ですので注意しましょう。
６ 入浴する前に同居者に一声掛け、同居者は、いつもより入浴時間が長いときには入浴者に声掛
けをしましょう。

　消費者庁からの注意喚起情報は、次のＵＲＬで確認できます。
http://www.caa.go.jp/policies/policy/consumer_safety/release/pdf/170125kouhyou_1.pdf

　お問い合わせは、滋賀県消費生活センター：0749-23-0999、または消費者ホットライン：188まで。

平成29年1月20日

消費者講座の御案内

高齢化が進むなか、高齢者の消費者トラブルが急増しています。高齢者を取り巻く消費者トラブル
の現状を知り、高齢者を地域で見守ることの大切さや地域のみんなが取り組める「見守り」について
考える講座を開催します。
●テーマ：高齢者の消費者トラブルを防ぐため地域でできること
●講師：京都産業大学法科大学院教授　高嶌英弘　氏
●受講料：無料
○守山会場
・日時：平成２９年２月２日（木）午後２時～午後４時
・会場：守山市生涯学習・教育支援センター「エルセンター」（守山市勝部三丁目９－１）
○彦根会場
・日時：平成２９年２月１６日（木）午後２時～午後４時
・会場：滋賀県消費生活センター　３階研修室（彦根市元町４－１）
●問い合わせと参加申込：滋賀県消費生活センター　電話0749-27-2234
　詳細はホームページをご覧ください。
http://www.pref.shiga.lg.jp/c/shohi/index.html

平成29年1月25日

国民生活センター　水素水のテスト結果公表

　先月、国民生活センターは、水素水に対する商品テストの結果を公表しました。
それによると、飲料用として販売されている容器入りの水素水と、家庭で生成器を使って生成する

水素水の両方について、表示どおりの濃度になっていないものがあったとのことです。
水素水の効能や効果に関する「病気の原因となる活性酸素を無害化する」、「花粉症やアトピーに

効く」、「水素水でお米を洗うと農薬が除去できる」などの広告や宣伝は、健康増進法や景品表示法
に違反するおそれがあります。

水素水や水素水の生成器を購入する場合には、事業者の広告や宣伝をうのみにせず、よく検討す
るようにしましょう。

　国民生活センターによる商品テストの結果は、次のＵＲＬで確認できます。
http://www.kokusen.go.jp/pdf/n-20161215_2.pdf

　お問い合わせは、滋賀県消費生活センター：0749-23-0999、または消費者ホットライン：188まで。

 67 



しらしがメールの配信

配信日

タイトル

本文

配信日

タイトル
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配信日

タイトル

本文

平成29年2月17日

子供の歯磨き中の喉突き事故などに注意！

消費者庁と国民生活センターは、子供の歯磨き中の喉突き事故について注意喚起情報を発表しま
した。
　１歳から３歳頃の子供が自分で歯磨きをする時は、次の点に注意してください。

１　保護者がそばで見守り、床に座らせて歯磨きをさせましょう。
２　子供用歯ブラシは、喉突き防止カバーなどの安全対策を施したものを選ぶようにしましょう。
３ 保護者が仕上げ磨きをする際は、子供用歯ブラシはきれいにする効果が不十分なので、仕上げ
用歯ブラシを使用しましょう。
４ 歯ブラシだけでなく、箸やフォークなど、喉突きの危険性のある日用品も、口に入れたまま歩いた
り、走ったりさせないようにしましょう。

　消費者庁・国民生活センターからの注意喚起情報は、次のＵＲＬで確認できます。
http://www.kokusen.go.jp/pdf/n-20170215_1.pdf

　お問い合わせは、滋賀県消費生活センター：0749-23-0999、または消費者ホットライン：188まで。

平成29年2月8日

消費者講座の御案内

高齢化が進むなか、高齢者の消費者トラブルが急増しています。高齢者を取り巻く消費者トラブル
の現状を知り、高齢者を地域で見守ることの大切さや地域のみんなが取り組める「見守り」について
考える講座を開催します。
●テーマ：高齢者の消費者トラブルを防ぐため地域でできること
●講師：京都産業大学法科大学院教授　高嶌英弘　氏
●受講料：無料

○彦根会場
・日時：平成２９年２月１６日（木）午後２時～午後４時
・会場：滋賀県消費生活センター　３階研修室（彦根市元町４－１）

●問合せと参加申込：滋賀県消費生活センター　電話0749-27-2234
　詳細はホームページをご覧ください。
http://www.pref.shiga.lg.jp/c/shohi/index.html

平成29年2月13日

くらしのかわら版第４６号を発行しました

　滋賀県消費生活センターの広報紙「くらしのかわら版第４６号」を発行しました。
　今回のテーマは、
①平成２８年度上半期消費生活相談受付状況
②４月から都市ガスも小売全面自由化
③石油ストーブなどの一酸化炭素中毒の事故に注意！
④今後開催予定の講座の御案内です。

「くらしのかわら版」は当センターのほか、県内市町の消費生活相談窓口や図書館でも配布してい
ます。
　また、滋賀県消費生活センターのホームページ：
　　http://www.pref.shiga.lg.jp/c/shohi/kawaraban/index.html　にも掲載しています。

消費生活に関するご相談は、滋賀県消費生活センター：0749-23-0999、または消費者ホットライ
ン：188まで。
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本文

配信日

タイトル

本文

配信日

タイトル

本文

平成29年3月8日

「偽ＤＭＭ」、「偽ヤフー」に注意！

消費者庁は相次いで、「ＳＭＳを用いて有料動画の未払料金の名目で金銭を支払わせようとする
事業者」について注意喚起しています。

それによると、事業者らは「株式会社ＤＭＭ．ｃｏｍ」や「ヤフー株式会社」をかたり、「本日中に連絡
がない場合、訴訟手続きに移行する」などと記載したＳＭＳを送付して、コンビニ等でギフト券を購入
してその番号を連絡するようにと指示するとのことです。

こうした手口は典型的な詐欺の手口です。絶対に事業者に連絡したり、金銭の支払いに応じたりし
ないようにしましょう。
　消費者庁の注意喚起は、次のURLで確認できます。
①「偽ＤＭＭ」に関する注意喚起
http://www.caa.go.jp/policies/policy/consumer_policy/information/pdf/170228adjustments_1.pdf
②「偽ヤフー」に関する注意喚起
http://www.caa.go.jp/policies/policy/consumer_policy/information/pdf/161222adjustments_1.pdf

　お問い合わせは、滋賀県消費生活センター：0749-23-0999、または消費者ホットライン：188まで。

平成29年2月23日

ヘアドライヤーの取り扱いに注意

　国民生活センターは、ヘアドライヤーの取り扱いについて注意喚起情報を発表しました。
ヘアドライヤーに関して「コードの付け根から火花が出てやけどをした」、「髪の毛が吸い込まれて

取れなくなり、はさみで切った」等の事例が発生しています。

ヘアドライヤーの取り扱いについて、次の点に注意してください。
①本体にコードを巻き付けないようにしましょう
②コードや本体の動作に異常が見られたときは使用をやめましょう
③髪の毛を吸い込み口に近づけないようにしましょう
④取扱説明書をよく読みましょう

国民生活センターからの注意喚起情報は、次のＵＲＬで確認できます。
http://www.kokusen.go.jp/news/data/n-20161208_1.html

お問い合わせは、滋賀県消費生活センター：0749-23-0999、または消費者ホットライン：188まで。

平成29年3月6日

「ネット広告１１０番」実施結果

消費者被害の回復や未然防止と、消費者意識の向上を図ることを目的として、インターネット広告
に関する相談窓口「ネット広告１１０番」を実施しましたので、その結果をお知らせします。

○受付期間：平成２９年１月１１日（水）～平成２９年１月３１日（火）〔土日を含む〕
○対象：インターネット広告に端を発した契約トラブルの相談、インターネット広告の不当表示や誇大
広告などの情報
○実施結果：受付件数：18件

　詳細は、 http://www.pref.shiga.lg.jp/c/shohi/sodan/files/20170227.pdf をご覧ください。
　お問い合わせは、滋賀県消費生活センター：０７４９－２７－２２３４（事務用）まで。
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平成29年3月22日

食品による子供の窒息事故に御注意！

　消費者庁では、食品による子供の窒息事故について注意喚起しています。

　食品による子供の窒息事故が多数起きており、６歳以下の子供の死亡事故が確認されています。
　窒息死事故の原因となった食品には、菓子類、果実類、パン類などがあります。
食品による窒息事故を防止するためには、まず「食品を小さく切り、食べやすい大きさにして、よく噛
んで食べさせる」など子供への食品の与え方に注意が必要です。また、「遊びながら、歩きながら、
寝転んだまま食品を食べさせない」など、食事中に注意を払うことも必要です。

　消費者庁の注意喚起は、次のURLで確認できます。
http://www.caa.go.jp/policies/policy/consumer_safety/release/pdf/170315kouhyou_1.pdf

　お問い合わせは、滋賀県消費生活センター：0749-23-0999、または消費者ホットライン：188まで。

平成29年3月10日

美容液のマルチ商法　若い男性の相談相次ぐ

　先月、いずれも20歳代の会社員の男性から、次のような相談が相次いで入りました。

中学時代の先輩からファミレスに呼び出された。先輩の友人という男性から、美容液のマルチ商法
の説明を受けた。一人を会員にするごとに8万円の収入が得られるとのこと。契約金額は50万円。周
りの友人も契約していたため断れなかった。消費者金融に連れて行かれ、金を借りてその場で支
払った。後日美容液が届いたが、40本の契約なのに6本しかない。詐欺かもしれない。解約して返金
してほしい。

親しい友人や先輩からの勧めであっても、もうけ話を安易に信用しないようにしましょう。マルチ商
法は、人間関係の崩壊や金銭トラブルにつながる危険もあります。商品が介在していない場合はネ
ズミ講（無限連鎖講）です。少しでもおかしいなと思ったら、すぐに最寄りの消費生活センター等に相
談してください。

　お問い合わせは、滋賀県消費生活センター：0749-23-0999、または消費者ホットライン：188まで。

平成29年3月14日

オンライン旅行予約のトラブルに注意！

もうすぐ春の旅行シーズンです。オンラインでの旅行予約サイトを利用すれば、いつでも手軽にホ
テルや航空券等を予約できますが、思わぬトラブルに遭遇するかもしれません。

消費者庁では、相談件数が増加しているオンラインでの旅行予約に関するチェックポイントを公表
しました。
　トラブルに遭わないためのチェックポイント
①予約する前のチェックポイント
　●サイト運営事業者の基本情報を確認する
　●顧客対応窓口の情報を確認する
　●契約条件や予約内容（日程等）を確認する
②予約した後のチェックポイント
　●予約内容をすぐに確認する
　●予約内容が確認できる画面等の写しを保管する
　消費者庁のチェックポイントは、次のURLで確認できます。
http://www.caa.go.jp/adjustments/pdf/adjustments_index_1_170301_0001.pdf
　お問い合わせは、滋賀県消費生活センター：0749-23-0999、または消費者ホットライン：188まで。
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平成29年3月27日

学習教材の訪問販売　県、業者に行政処分！

滋賀県は平成29年3月23日、学習教材の訪問販売事業者に対し、特定商取引法に基づく行政処
分（指示）と滋賀県消費生活条例に基づく行政指導（指示）を行いました。

相手方事業者は、訪問販売で家庭教師の役務提供と学習教材の販売を行っていましたが、勧誘
に先立って、消費者に正式な会社名を告げず、学習教材の販売目的を告げていませんでした。ま
た、契約書に学習教材の名称や数量を具体的に記載していませんでした。そして、中途解約がなさ
れた場合の学習教材の解約料について、不当に高額または高率な負担を消費者に求める内容の
契約を締結していました。

　事業者名、処分内容、違反事実、相談事例など、詳細は次のURLで確認できます。
　http://www.pref.shiga.lg.jp/c/shohi/files/hp20170323.pdf

　お問い合わせは、滋賀県消費生活センター：0749-23-0999、または消費者ホットライン：188まで。
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